












Japan's International Leadership in the Settlement of Regional




Expectations with regard to Japan's international leadership have been growing since
the end of the Cold War．Such anticipations are increasing even in the area of settling
regional conflicts，in which Japan has traditionally tried to avoid participating during the
Cold War period for political reasons．This paper analyses Japan's participation in the
Settlement of Cambodian conflict as a case that shows Japanese attitude toward in terna-
tional leadership changed．The paper concludes that Japan has acted as one of the key
leading players in the resolution of Cambodian issue since 1988 and discusses the elements
that made it possible．
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きな課題である。そうした国際社会において日本は国際的リ-ダーシップをいかに発揮して
いくべきであろうか。もちろん、あらゆる国際間題に日本がリーダーシップを発揮する必要
はない。しかし、世界第二位の経済大国として今後よりさまざまな問題の解決のためにリー
ダーシップを発揮するよう求められることは間違いない。また今日、国内問題と国際間題が
直結するようになっていることを考えると、少なくとも日本がより主体的に国際的リーダー
シップを発揮する必要があるとはいえるであろう。したがって、さまざまな国際間題の解決
のために国際的要請と国益を調和させながらいかに国際的リーダーシップを発揮していくか
ということがこれからの日本外交にとって大きな検討課題となる。さらに、また研究者にと
ってもこのことは国際的リーダーシップとは何かということと並ぶ重要な研究課題となるで
あろう。
